
 

 

平成 30 年度「専修学校グローバル化対応推進支援事業活動」 
 

 

 

台湾視察・活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●訪問地 

台湾(基隆市、台北市、桃園市) 

 

●訪問日程 

 一回目 自 平成 30 年 11 月 7 日 

     至 平成 30 年 11 月 9 日 

 

 二回目 自 平成 31 年 1 月 14 日 

     至 平成 31 年 1 月 17 日 

 

 三回目 自 平成 31 年 3 月 11 日 

     至 平成 31 年 3 月 13 日 
 

 

 

 

 本台湾視察・活動報告書は、文部科学省の生涯学習振興事業委託費による委託事業とし

て、一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会が実施した平成 30年度「専修学校グロー

バル化対応推進支援事業」の成果物です。 

 

 

 

 

一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会 
平成 31 年 3 月 
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一回目-１ 

 

１ 銘傳(めいでん)大学(台北市) 

訪問日：平成 30 年 11 月 7 日 

訪問者 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会/穴吹工科カレッジ留学生支援センター主任   

石川航一 

面談者：国際教育交流処 副処長 劉仁卿 氏 

 

【学校概要・聞き取り情報】 

１．大学規模・キャンパス 

・学生数 2万人、観光、応用外国語他 10 学部。キャンパス 4か所：台北・桃園

他 

２．大学特徴、日本大学との提携状況等 

・日本語学科有(応用日本語学科) 学習者約１千人・N2 90%以上合格 

・現在、日本 12 大学と提携。日本との関わりに積極的。 

３．提携について(望む内容) 

・交換留学、短期留学、実習受入。台湾は女性が就職難。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．所感 

本事業の目的説明、提携を打診。好感触も、まず実権者への確認が必要。現状

では結論までの見通しは立たず。再度訪問での交渉が必要。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

一回目-２ 

 

２ 経国管理及健康学院(基隆市) ･･･ 高松市交流都市 

訪問日：平成 30 年 11 月 7 日 

訪問者：大平、石川 

面談者：研究発展処処長 劉怡昕氏、国際合作及両岸交流組 組長 李宗家氏他 

 

【学校概要・聞き取り情報】 

１．大学規模・キャンパス 

・学生数１万人以上。幼稚園から大学院まで一貫教育機関。 

２．大学特徴、日本との関わり、提携状況等 

・調理学科(世界コンテスト 3位実績など)、観光学科(日本語科目必須。有馬温

泉に有給実習派遣有り)に力を入れている専門学院(5 年制)。その他医療系も有

り。 

３．その他…香川県の塩江のホテル(ｾｶﾝﾄﾞｽﾃｰｼﾞ)にインターン実績あり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．所感 

総合専門学校の色合い強く保有学科も専各連合会加盟の専修学校(穴吹学園な

ど)と共通学科も有する。香川県内企業にホテルインターン派遣実績も有り。高

松市の交流都市基隆市所在の学院でもあり、提携先としては実現可能性の高い

先と感じます。次回、調印に向けメール等でアプローチ継続(今回会談できてい

ない校長宛に、訪問御礼、事業目的など)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

一回目-３ 

 

３ 開南大学(桃園市)…香川県交流都市 

訪問日：平成 30 年 11 月 7 日 

訪問者：大平、石川 

面談者：日本姉妹校交流計画代表 趙順分 氏…日本語・英語堪能 

 

【学校概要・聞き取り情報】 

１．大学規模・キャンパス 

・学生数１万人以上。 

・総合大学：ビジネス・財務、観光、人文、法学、情報、語学他、多数の学部

を保有。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．所感 

代表談「提携は大学が主。専門学校との協定はあるも、協定書を介した実際の

交流なし」 

一度の訪問、具体的提示なしでの提携同意は困難。提携実現に向けて、産学連

携を利した日本企業でのｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、短期留学＋就職サポートなど具体的提案の

検討必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

一回目-４ 

 

４ 萬能科技大学(桃園市)  

訪問日：平成 30 年 11 月 7 日 

訪問者：大平、石川 

面談者：国際交流中心 副主任 成漢 氏 

 

【学校概要・聞き取り情報】 

１．大学規模・キャンパス 

・学生数２万人以上。マンモス大学。 

・総合大学：ビジネス、情報、工学(航空機整備等)、ヘアデザイン、デジタル

マルチメディア部、観光ホスピタリティ学部工学、調理系学部他、多数の学部

を保有。 

２．大学特徴、日本との関わり、提携状況等 

・長崎大学提携 

・航空整備科…実習用飛行機 4機保有 

・eスタジアム有り：※eスポーツ競技(ビデオゲーム設備・市場急成長中)の練

習施設保有。 

・調理、観光、客室乗務員養成系の学部等、美容学部(４年間)：化粧品管理応

用等人気の高い学部。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．所感 

同大学の前身は工業系の専門学校。 

現保有学部は本学園と共通する分野有り(調理、美容、ゲーム系など)。専門学

校が前身であることからも教育内容について連携が取りやすいと思われます。 

但し、先方の希望は既に提携の長崎大学と同様の連携教育(交換留学)を希望。 

 

 



 

 

二回目-５ 

 

１ 銘傳(めいでん)大学(台北市) 

訪問日：平成 31 年 1 月 15 日 

訪問者 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

四国医療福祉専門学校 校長 森國男氏  

吉田愛服飾専門学校 校長 吉田弘子氏 

穴吹工科カレッジ留学生支援センター主任 石川 航一 

面談者：国際副校長 劉國偉 氏、国際教育交流処 副処長 劉仁卿 氏 

 

【学校概要・聞き取り情報】 

１．先方提案 

銘傳大学所属グループ(台湾悠久大学連盟：創立 50 年以上の 12 の名門大学グル 

ープ)との提携案提示。 

＊悠久大学連盟 12 大学：銘傳大、静宜大、實践大、台北医科大、輔仁大、淡江

大、逢甲大、東呉大、世新大、中国文化大、中原大、大同大 

 

 

 

 

 

 

 

２．所感 

今般面談者の国際副校長 劉國偉氏は決定権を持つ人物と思われます。私共の訪

問目的、事業内容についても事前に理解を得られており、当大学は以前訪問時

の聴き取り情報(日本との関わりに積極的)からも日本との深い結びつきの必要

性が高く、相互に思惑も一致することから、銘傳大学との提携については承諾。

今後、『台湾悠久大学連盟』内で、本提携について、連盟加盟各大学に提案協議

予定。銘傳大学との提携について次回訪問約束。次回 3月上旬、提携調印予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

二回目-６ 

 

６ 台北城市科技大学 

訪問日：平成 31 年 1 月 15 日 

訪問者：大平、吉田、石川 ※森委員は所属学校都合により緊急帰国。 

面談者：面談者：研究発展処 研発長 黄招憲 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１．大学の現況等 

日本企業へのインターン手配等を大学が直接行っており、不自由感を感じてい

る様子もなく担当教授意見として提携の必要性薄いとのこと。 

提携の意思はほぼ感じられず、今後にあまり期待もできそうにない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

二回目-７ 

 

７ 中国科技大学(台北市) 

訪問日：平成 31 年 1 月 16 日 

訪問者：大平、吉田、石川 

面談者：校長 俞明徳（ゆめいとく)氏、副校長 張偉斌氏、国際交流執行長 

梅國忠氏、主任秘書 王懐田氏、助理教授 陳玉燕氏 

 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１．大学の現況等 

学生数約 12 千人。キャンパス２ヶ所（台北 8千人・新竹 4 千人）。学部は情報・

企画・商業・管理等。 

香川県は交流県として知事とも懇意。昨年来県、穴吹学園にも視察見学来校。

香川大学との提携先。 

日本就職希望者多数。日本への(特に香川県)へのインターン学生をもっと送り

たい→日本窓口になってもらえる機関との提携は大歓迎。 

※インターンは「特定活動ビザ」を使っている。 

２．所感 

今後、提携について準備を進めていく方向で同意を得る。 

次回 3月中旬頃、提携調印訪問に向け準備予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

二回目-８ 

 

８ 経国管理及健康学院(基隆市) 

訪問日：平成 31 年 1 月 16 日 

訪問者：大平、吉田、石川  

面談者：経国管理及健康学院 校長  邱 明源 

同席者：研究発展処処長 劉怡昕 氏、国際合作及両岸交流組組長 李宗家氏他 

【調印式】 

経国管理及健康学院校長 邱 明源、香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カ

レッジグループ専務理事大平康喜、両名で協定書に調印。今後、両者間での教

育提携締結。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．所感 

当学院は日本へのインターン実績も多く、単位認定カリキュラムとして今後も

継続される為、日本窓口が増えることにも繋がる本提携に意義を感じている様

子。当連合会は、日本窓口として役割を果たし、香川県へ優秀人材の就職が実



 

 

現させる第一歩を踏み出すことができました。 

三回目-９ 

 

９ 銘傳(めいでん)大学(台北市) 

訪問日：平成 31 年 3 月 11 日 

訪問者：大平、石川 

面談者：国際副校長 劉國偉氏、国際教育交流処 副処長 劉仁卿氏 

その他学校案内：国際教育交流処 熊羿琪(女性)氏 

【調印式】 

銘傳大学 劉國偉、香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ

専務理事大平康喜、両名で協定書に調印。両者間での教育提携締結。 

 

１、大学現況及び提携に関する会談内容 

三度目の訪問により、当大学との提携が実現、既提携調印済大学同様、次年度

の台湾イベントについての足がかりが出来ました。 

当大学は、多くの国(ベトナム・カンボジア・マレーシアなど)より留学生を受

け入れ。中でも日本語教育にも力を入れており、日本への就職等希望者も多数。

日本語教育及び専門教育(職業実践教育＝就職関連)分野で今後の協力を図って

くことを約束。 

２、所感 

本提携が形骸化しないよう今回のような形で会談を持ち、今後もお互いに議題

検討など重ね、具体的な教育提携を実現させていくことを約束。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三回目-１０ 



 

 

 

三回目-10 

 

１０ 中国科技大学(台北市) 

訪問日：平成 31 年 3 月 12 日 

訪問者：大平、石川 

面談者：副校長 廖憲文、研究発展処研発長 羅文陽、教務長 陳哲烱、管理系講

師(学校通訳)張耿明 

【調印式】 

中国科技大学 廖憲文、香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグル

ープ専務理事 大平康喜、両名で協定書に調印。両者間での教育提携締結。 

 

１、大学現況及び提携に関する会談内容 

１)学科 

①国際商務②マーケティング・流通管理学科③レジャー管理観光学科 

上記学科が主に日本へのインターンシップが単位認定科目として実施されてい

る。例)東京・日通、栃木県ホテルなど２ヶ月程度。担任教員の現地訪問有り・ 

各企業毎に契約。現在専門科目と業種、職種がマッチしたものであることが重

要 

２)インターンシップ(大学３年時) 

上記学科のインターンシップに関する支援を期待している。現在 10～15 名程度

/年間・交換留学(日大、流通科学大学)、10～15 名程度/年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国際教育交流処 熊さん 

銘傳大学で実施している日本からの短期留学状況説明、大学保有の宿泊施設を案内頂く 



 

 

 

三回目-10、11 

 

大学と各受入れ企業毎の契約書があり、企業毎に受入れ条件が異なる。 

※参考 

インターンシップ期間毎の認定単位 

・２ヶ月＝２単位、１学期(半年間)＝９単位 

給与有償無償条件(→インターン前説明会に充分に説明同意を取る) 

重要情報として台湾教育部からの補助金制度有り。申し込み３月一杯＝半年前

に申し込み必要。 

 

○大学からの要請 

上記について、具体的なインターンシップ受入れ企業、業種、受け入れ期間等

具体的な情報提示をして欲しい。 

 

○専各連合会 

・香川県の団体で有ること、本事業目的が県内企業への優秀人材確保という点

からも“香川県の企業”との連携になることを確認。 

・初の試みであることからも、最初の受け入れ学生数は５名程度からでお願い

したい。 

 

 

 

１１ 台北科技大学(台北市)・・・情報取得 

面談日：平成 31 年 3 月 12 日 15 時〜17 時 

訪問者：大平 

面談者：一級建築士 河内（かわうち）利成氏 

現在国立台北科技大学にて、主に高齢者施設等の建築についてのハード面につ

いて講義を担当。半期のうち 18 コマ(1 コマ 2 時間)を大学院生を対象に講義を

している。 

きっかけは台北にて 1 年以上前に開催された介護セミナーを通じて知り合った

雑誌編集者からの紹介によるもので、台湾では高齢化が進んでおり老人ホーム

などの高齢者施設が不足しているが介護人材も不足しており、養成が急がれて

いる。 

台湾では高齢者施設等の建築ノウハウが不足しており、介護分野で先進国であ

る日本の高齢者施設からノウハウを取り入れていきたいと考えている国立台北

科技大学に対し、香川県専各として介護人材養成も含めての連携、提携を模索

したが、科技大学として台湾を代表する国立台北科技大学で介護人材の養成は

考えておらず、現時点では、残念ながら香川県専各としての提携は不可能かと



 

 

思われる。 

別添資料 

 

■協定書＆表紙・・・８経国管理及健康学院（日本語版＆中国語版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

■協定書＆表紙・・・９銘傳大学（日本語版＆中国語版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

■協定書＆表紙・・・１０中国科技大学（日本語版＆中国語版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

※大学所在地図：台湾北部 

 

 

◆基隆市 

・経国管理及健康学院(調印済) 

◆台北市 

・銘傳大学(3月調印) 

・中国科技大学(3月調印) 

◆桃園市 

・開南大学(訪問中止) 

・萬能科技大学(訪問中止) 


